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5.大学院・看護学研究科

5.1　理念・目標

5.1.1　博士前期課程（修士）

5.1.1.1　教育理念

　�　「人間の生命や生活の質を真に理解できる豊かな人間性とともに、専門的職業人としての基

盤を備え、保健・医療・福祉の幅広い領域で、県民の健康と福祉の向上に貢献できる看護職及

び看護指導者を育成する」という本学の教育理念を受け継ぎ、深化・発展させる。看護を取り

巻く状況が高度化・複雑化・専門化する中にあって、より質の高い効果的な看護を構築・提供

するために、学際的で深い科学的知識と高度の研究能力を有して看護学教育・研究・実践に携

わることのできる教育者・研究者・高度専門職業人を育成し、看護学の一層の確立と看護実践

の発展に努める。

5.1.1.2　教育目標

　1．看護教育を支える教育・研究職の育成

　　�　本課程では、学部で蓄積された看護学に関する成果を、さらに深化・発展させることによっ

て時代と地域の要請に応えるため、看護学分野における学術上の先端的役割を担うとともに、

知識の体系化と看護技術の開発を積極的に推進し、看護学の学問体系の構築に貢献する教育・

研究職の人材を育成する。

　2．高度な専門的知識・技術・実践能力を備えた看護職者の育成

　　�　実践現場において当面する種々の問題について、体系的、継続的に研究を行い、合理的に

問題解決できる人材や、看護職に対する指導・相談、関係する職種間の総合的調整能力、ケ

アの環境条件を積極的に改革していく役割を担う人材の養成が求められている。そうした要

請に応えるため、専門看護師（CNS:Certified Nurse Specialist）の養成を図り、もって地

域の看護の発展に一層寄与できる高度専門職業人を育成する。

　3．生涯にわたって研鑽できる看護職の知的交流の場づくり

　　�　日々進歩・発展する医療技術と看護環境の変化に機敏に対応し、看護の知識と技術の向上

を図るため、看護の実践現場と教育・研究の場の交流を活発にし、地域が要望する質の高い

看護サービスの提供を図っていく。そのためには、学部の社会人入学に加えて、卒業後の継

続教育、適宜適切な社会人の再教育の場を提供する必要がある。本課程は、このような向上

心旺盛な学部卒業生や社会人の受け皿としての機能を持ち、看護現場のより一層の質の向上

のために寄与することを目指す。

5.1.1.3　アドミッション・ポリシー（求める人材）

　　入学者選抜試験を実施し、以下の資質を有する優秀で意欲ある人材を幅広く求めています。

　1．幅広い基礎学力を有し、かつ希望する専攻分野の基礎知識を有する人

　2．看護の専門的知識・実践力と研究能力を自ら発展させる意志を有する人
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　3．人間や社会に対して広く興味を持ち、豊かな人間性と高い倫理観を有する人

　4．看護学を通じて地域社会および国際社会に貢献する意志を有する人

5.1.1.4　カリキュラム・ポリシー（教育課程の編成・実施方針）

　�　博士前期課程では、学際的で深い科学的知識と高い研究能力を有し看護学の研究や教育、実

践に携わることのできる研究者・教育者・高度看護実践者を育成するために、研究コースと専

門看護師コースを設け、次のような教育課程を編成している。

　1�．広い視野で看護を学ぶための学際的な科目から構成されている「共通科目A」「共通科目B」

各研究教育分野におけるより深い専門性を学ぶ「看護専門科目」を置いている。

 　�「共通科目A」は研究コース・専門看護師コースのどちらの学生でも履修できるように配置し

ている。

　2�．論文作成にあたっては、中間報告会などにより研究プロセスを段階的に学んでいくことが

できるように、全学的な指導体制をとっている。

　3�．専門看護師コースでは、特定分野におけるケアとキュアを融合した看護実践力、保健医療

福祉チーム内の調整力などの育成をめざし、看護実践力の高い専門看護師とタイアップして

日本看護系大学協議会で認定された専門看護師教育を展開している。

　4�．国際的な視野をもち、より効果的な看護を探求し提供していくために、海外の招聘教員に

よる国際看護を学ぶ科目を置いている。

5.1.1.5　ディプロマ・ポリシー（学位授与に関する方針）

　�　所定の単位を修得し、学際的で深い科学的知識と高い研究能力・実践能力を有する者に修士

(看護学)の学位を授与する。そのためには、以下の学習成果をあげることが求められる。

　1．各分野における修士論文の作成を通して、体系的な研究方法を身に付ける。

　2．専門看護師コースの修了者は、特定の看護分野における高度な知識と技術を身に付ける。

　 さらに、総合的な判断力をもって組織的に問題解決をはかる能力を身に付ける。

5.1.2　博士後期課程（博士）

5.1.2.1　教育理念

　�　「人間の生命や生活の質を真に理解できる豊かな人間性とともに、専門的職業人としての基

盤を備え、保健・医療・福祉の幅広い領域で、県民の健康と福祉の向上に貢献できる看護職及

び看護指導者を育成する」という本学の教育理念を受け継ぎ、深化・発展させる。看護を取り

巻く状況が高度化・複雑化・専門化する中にあって、より質の高い効果的な看護を構築・提供

するために、学際的で深い科学的知識と高度の研究能力を有して看護学教育・研究・実践に携

わることのできる教育者・研究者・高度専門職業人を育成し、看護学の一層の確立と看護実践

の発展に努める。

5.1.2.2　教育目標

　1．看護学や看護実践の発展に寄与する教育者・研究者の育成

　　�　看護・保健・医療・福祉を取り巻く環境の変化や地域の要請に対応することができる高度
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で専門的な知識・技術と、総合的判断力、リーダーシップを備えた看護職を養成する。また、

これまで蓄積された経験知や実践知に基づいてより効果的な看護ケアプログラムを開発して

いくとともに、健康に関する人々の反応や看護援助にまつわる専門的知識を系統的に理解し、

諸科学の知見と関わらせながら看護学をさらに体系化し、かつ現代社会の変化や趨勢に照ら

して看護が果たすべき役割を発展的、科学的、体系的かつ原理的に探求していくことができ

る教育者・研究者を育成する。

　2．科学的な理解に基づいて看護をデザインできる研究者の育成

　　�　地域社会並びにそこで生活するあらゆる健康レベルの人々やその家族に対して総合的なヘ

ルスケアをデザインするために、高度な理論・方法など学際的な知識体系を修得・活用して

新しい看護実践方法、環境、用具等の開発を行なう。さらに、それらの実践の場における有

用性の検証を図り、実践に活かせるエビデンスを明らかにできる研究者を育成する。

　3．対象の特性を踏まえた看護を実践できる研究者の育成

　　�　効果的な看護ケアプログラムの開発、あるいは対象者個々の個別性を踏まえ、その人たち

が帰属する地域の文化的特性を踏まえた看護援助の開発、エビデンスに基づいた看護援助法

の確立をめざした高度の研究を継続的に推進していくことのできる研究者を育成する。

5.1.2.3　アドミッション・ポリシー（求める人材）

　　入学者選抜試験を実施し、以下の資質を有する優秀で意欲ある人材を幅広く求めています。

　1．幅広い基礎学力を有し、かつ希望する専攻分野の基礎知識を有する人

　2．看護の専門的知識・実践力と研究能力を自ら発展させる意志を有する人

　3．人間や社会に対して広く興味を持ち、豊かな人間性と高い倫理観を有する人

　4．看護学を通じて地域社会および国際社会に貢献する意志を有する人

5.1.2.4　カリキュラム・ポリシー（教育課程の編成・実施方針）

　�　博士後期課程では、看護学や看護実践の発展に寄与する研究者・教育者を育成するために、

教育課程においては次のような点を重視している。

　1�．広い視野で看護をとらえ、看護プログラムなどをデザインし発展させる能力、看護実践の

もととなる原理を解明する能力を身につけるために、組織的な研究指導をする。

　2�．学位論文の審査にあたっては、他の大学院等の教員を審査委員に加える等、論文の質の向

上と客観性の確保に努める。

5.1.2.5　ディプロマ・ポリシー（学位授与に関する方針）

　�　所定の単位を修得し、学位論文において新しい知見を産出して、看護学や看護実践の発展に

寄与する研究能力を有する者に博士(看護学)の学位を授与する。
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5.2　大学院生の入学・在学・修了の状況

　1．入学の状況

　1）入学定員・収容定員

2）試験実施日

3）受験状況等 

2．在学の状況（平成29年3月1日現在）

単位（人）

課　　程 入学定員 収容定員

博士前期課程 10 20

博士後期課程 3 9

実施日

博士前期課程入学試験 平成28年 9月24日（土）

博士前期課程入学試験（第2次募集） 平成29年 1月28日（土）

博士後期課程入学試験 平成28年 9月24日（土）

博士後期課程入学試験（第2次募集） 平成29年 1月28日（土）

単位（人、倍）

募集定員 志願者数 志願倍率 受験者数 受験倍率 合格者数 実質倍率 入学者数

A B B/A C C/A D C/D

博士前期課程 10 6 0.6 6 0.6 6 1.0 6(5)

博士前期課程2次 若干名 3 - 3 - 1 3.3 1(1)

博士後期課程 3 1 0.3 1 0.3 0 - -

博士後期課程2次 若干名 4 - 4 - 4 1.0 4(4)

（ ）の数字は内数であり女性の数を示す

単位（人）

課　　程 1年次 2年次 計

博士前期課程 7(7) 14(14) 21(21)

課　　程 1年次 2年次 3年次 計

博士後期課程 3(3) 0(0) 10(9) 13(12)

（ ）の数字は内数であり女性の数を示す
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3．修了の状況

1）修了者数と修了後の進路状況　（平成29年3月31日現在）

2）修了後の進路状況（平成29年3月31日現在）　

（1）博士前期課程（第12期生）

　

（2）博士後期課程（第9期生）

単位（人）

課　　程 修了者数 修了後の進路

博士前期課程第12期生 8(8) 医療機関、教育機関

博士後期課程第 9期生 3(3) 教育機関

（ ）の数字は内数であり女性の数を示す

単位（人）

区　　　　　分
県内 県外 合計

人数 人数 人数

就　　職 医 療 機 関 5 1 6( 6)

研 究 機 関 0 0 0( 0)

教 育 機 関 2 0 2( 2)

保 健・ 福 祉 機 関 0 0 0( 0)

合　　　　　計 7 1 8( 8)

（ ）の数字は内数であり女性の数を示す

単位（人）

区　　　　　分
県内 県外 合計

人数 人数 人数

就　　職 医 療 機 関 0 0 0(0)

研 究 機 関 0 0 0(0)

教 育 機 関 1 2 3(3)

保 健・ 福 祉 機 関 0 0 0(0)

未　　　　　定　 0 0 0(0)

合　　　　　計 1 2 3(3)

（ ）の数字は内数であり女性の数を示す

単位（人）

区　　　　　分
県内 県外 合計

人数 人数 人数

進　　学 大学院博士後期課程 0 0 0(0)

そ の 他 0 0 0(0)

合　　　　　計 0 0 0(0)

（ ）の数字は内数であり女性の数を示す
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5.3　大学院教務学生委員会

　委 員 長：牧野 智恵　教授（研究科長）

　委　　員：小林教授、大木教授、川島教授（学長補佐）、林教授

　事 務 局：寺訳教務学生課長、納橋専門員

　活動内容：

　1�．大学院教務に関する以下の事項について審議・実施し、必要事項は研究科委員会で審議・

報告し、大学院運営を行った。

　　1）�年度初めに新入生および在校生へのガイダンスを行い、次年度に向けて、ガイダンスス

ケジュールの検討を行った。

　　2）修士論文・博士論文に関する検討・審議を行った。

　　　　�修士論文（7件）の中間評価委員、博士論文（3件）の予備審査委員を決定した。また、

本年度は1名の秋季修了生のために、研究科委員会の開催を増やし、秋季修了生の修士

論文提出締め切り・発表会の実施等について審議した。

　　　　�その他の修士論文に関しては、予定通り、4月に修士中間報告会（7名発表.参加者　　

59名）、2月に修士論文発表会（7名発表.参加者71名）を実施し、研究科委員会にて合否

の判定を行った。博士論文の中間報告会は該当者がおらず実施しなかった。今年度修了

予定の博士課程の学生3名については、10月31日の予備審査申請締め切りまでに、3名の

提出があり、3名とも予備審査・本審査に合格し、2月に博士論文を発表した（参加者70名）。

　　　　研究科委員会にて審議の結果、3名が合格となった。

　　3）既修得単位、14条学生、長期履修生、科目等履修生、休学・復学の認定を行った。

　　4）前期・後期成績判定、学位授与・修了判定を行った。

　　5）非常勤講師、院内講義担当者、実習施設に関する事項の申請を受けて検討した。

　　6）時間割の作成、大学院便覧の作成を実施した。

　2�．大学院における高度実践看護師教育（CNSコース、助産課程およびナースプラクティショナー

（NP）教育)における特別研究の単位の検討

　　�　他大学院における、高度実践看護師教育課程の特別研究の履修単位を参考に、本大学院で

の単位を、現行の6単位から4単位とするか否かについて検討した。検討した結果、現在の

CNSの役割として、現場の看護実践の向上のために研究することが大きな役割であることか

ら、しばらくは6単位とすることとなった。

　3．博士論文ガイドライン「2.学位申請のための要件」の検討

　　�　博士論文の学位申請のための要件において、ガイドラインでは学術雑誌に原著論文が掲載

されていることが条件となっているが、研究内容や時期があいまいであることから、「博士論

文の内容に関連した論文を、学術雑誌（査読有り）に筆頭著者として1編以上公表しているこ

と。ただし、この論文が原著論文でない場合には、これ以外に1編以上の原著論文（査読有り）

を学術雑誌に筆頭著者として公表していること。どちらの場合も掲載決定でも可」に変更す

ることを検討し、研究科委員会で審議し決定となった。次年度入学生から適用する。
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4�．専門看護師コースの受験生の増加および実習場所拡大を目的に、昨年度に続き6回目の「北陸

3県看護部長懇談会」を実施し、13名の看護部長等の参加のもとに意見交換をした。

5�．「院生との懇談会（9月,2月）」開催、院生のニードの把握に努め、連絡徹底、博士前期課程お

よび後期課程の発表会日程の検討などを実施した。

 

6�．平成28年度の便覧作成において、表1の様式が検討され、研究科コースとCNSコースとを別に

した表となった。今年度は、院生からの見にくさなどを聞き取り、問題ないとのことで、微細

な修正を行い、来年も同表を使用することとした。

7�．学部の9月卒業が認められたことから、大学院においても9月修了を検討し、平成28年度は9月

に1名の修了生を出した。しかし、基本的には、春のみとすることとし、次年度は秋期修了は実

施しない予定とした。

5.4　大学改革委員会　大学院・専攻科検討班

　4.4.2.3.2　大学院・専攻科検討班（44頁）を参照のこと。
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5.5  平成28年度　修士論文題目一覧

5.6　平成28年度　博士論文題目一覧

分　　野 氏　　名 論　　文　　題　　目 担当教員

子どもと家族の

看護学
長村　純子

重症心身障害児の母親への「タッチケアを介在さ

せた母子相互作用促進の援助」の効果
西村真実子

看護管理学 小畑　静香
訪問看護師が実践する在宅療養高齢者に対する転

倒予防ケアの構造
丸岡　直子

女性看護学 渡部香名映

双子の母親と共に双子育児を行う祖母の生活の実

態と適応状況

－孫二人の世話が中心となる祖母の生活－

濵　　耕子

看護デザイン 石井　和美
保湿成分が含まれた不織布タオルによる部分清拭

が高齢者の皮膚に与える影響
川島　和代

子どもと家族の

看護学
千原　裕香

高校生のための「親子交流を通して親になること

を考えるプログラム」の効果と課題
西村真実子

成人看護学 田中　陽子
クリティカルケア看護師の患者の<<記憶のゆがみ>>

に対するアプローチの特徴
村井　嘉子

成人看護学 籔下　佳子
排泄環境におけるシクロホスファミド汚染の実態　

～乳がん患者の抗がん剤治療後の調査から～
牧野　智恵

老年看護学 芳原　由衣
地域包括ケア病棟・病床への移行支援における看

護師の判断
川島　和代

氏　　名 論　　文　　題　　目 担当教員

大脇万起子
軽中度知的障害児への看護師によるデイケアサービスの提案

－調理プログラムを手がかりとした看護師役割の検討－　
石垣　和子

久米　真代
中等度・重度認知症高齢者のがん性疼痛評価尺度の開発

－信頼性・妥当性の予備的検証－
川島　和代

笠井　恭子
1年間の追跡調査による特別養護老人ホーム入居者の夜間睡

眠の特徴と関連要因
川島　和代




